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意識の向上と健康管理支援体制の確立に関する調

査研究
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１．事業の概要

　当社は1982年創業と若い企業であり、天

然調味料・香辛料・食品香料の分野では、常

に新しいことにチャレンジしており、パイオ

ニアまたはベンチャー企業として高付加価値

のある商品開発に取り組んできている。

　工場は常に「安全で安心」をモットーに顧

客より信頼を得ており、2010年度には堺市

に工場を新設、国内・海外市場への積極的な

事業展開の足掛かりにするとともに人材育成

の拠点作りとしていく方針である。

２．高齢者雇用状況

　現在従業員は63名である。そのうち55歳

以上の高齢者は、10名であり、そのほとん

どがパートタイマーである。

　当社の定年は60歳、その後は希望者全員

を65歳まで再雇用もしくは勤務延長の両制

度を併用している。60歳以上を８名採用、

継続雇用を長期間実施するためにも体力面で

のサポート、作業環境面での改善、高齢者に

優しいマニュアルの作成など高齢者負担を軽

減し、高齢者の経験を蓄積していきたい、と

考えている。

３．研究の背景、課題

　当社の経営理念は「会社を通じて全世界の

人々が幸福になれるように持てる全ての力を

発揮し人類の発展の為に貢献する」として

いる。業界が一堂に会する国際展示会「Ifia‥

Japan」では、技術賞等初の３年連続受賞も

達成し、他社との差別化にも取り組んでいる。

　このような状況下、これまで平均年齢30

歳未満という若い製造部員中心に製造を行っ

ていたが、現在では65歳以上６名、60～ 64

歳２名の高齢者にお手伝い頂き、若い力をサ

ポートしている。今後の労働力の確保が難し

くなる時代を迎えるに当たって、近隣住人の

豊富な知識と経験を有する高齢者を有効な労

働力として考えていきたい。

　その際、現状としては、次の３点が問題と

なっている。

　まず１点目は、作業環境が高齢者にとって

必ずしも充分で無く、体力的に難しい面があ

ること。

　材料投入の際の重筋作業については、一袋

当たり20kgであり、もっぱら若年者中心の

作業となっている。これを改善し、一貫した

製造ラインとすることで高齢者に対応する形

にしたい。

　２点目は、高温度環境での調理作業が高齢

者にとって大きな体力的肉体的な障害となっ

ている点である。120～ 180℃で炊き出して

いる釜の傍らでの作業は、四季通じて全身が

火照る（サウナ）状態になる。冷気管での通

風装置だけでは長時間作業は続けられない。

脱水症状に陥ることのない抜本的な改善が求

められている。それによって現に４時間勤務

という高齢者の雇用形態をフル勤務にし、当

社のコア人材として活用することが可能にな

ると考えられる。

　３点目は、所定の作業について、作業マニュ

アルは整備されているものの、OJTによる現

場管理者の指導が中心となっており、高齢作

業者の認識のズレがあり、作業ミスに繋がっ

ていることである。

　昨今の食品業界を取り巻く厳しい環境の

中、わが社が「HACCP対応工場」として管

理強化に取り組む必要はますます強まってい

る。複雑になりつつある作業を高齢者が容易

に理解し意欲を持って働き、生産性の向上に

貢献して頂けるような職場に変えて行きたい。

　2010年度には、新工場建設を予定してい

る。この３点での研究成果を、新工場の職場

設計にも生かし、高齢者が70歳を超えても

元気に働ける工場にする為の調査・研究に取

り組みたいと考えている。

４．研究のテーマ・目的

(1）ハード面に関する研究

　重筋作業については若年者が中心となって

いるが、以下の研究テーマに取り組むことで

Ⅰ　研究の背景、目的
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高齢者の職域を拡大する効果を期待する。

イ�．作業現場での高低差の改善及び無理な

姿勢での作業改善

　当社の製造品目である即席麺に同封され

ている調味料の製造工程では、原材料の移

動や投入時に発生する高低差は、肩や腕に

負担が掛かり高齢者にとって作業負荷が著

しく高い。またライン全体では、転倒防止

の対策として滑りやすい足場や階段の段差

などの作業環境の改善のほか、広い意味で

の安全対策として安全装置、安全具、洗浄

の徹底など、マニュアル類の整備というソ

フト面からも研究することで、70歳まで

の雇用に向けた職場環境について研究を行

う。

ロ�．高温度の作業環境における負荷軽減と

作業改善

　直下釜周辺では夏場50℃以上になり、

体力の消耗が著しい。その高温度作業の環

境を改善し、高齢者でも安心して作業でき

る職場にする。そして長期間の継続雇用も

可能な作業環境にする研究を行う。

(2）ソフト面に関する研究

　高齢者に分かりやすいマニュアルの整備・

作成

　数多くある社内ルールを理解しやすく、

ルールの主旨に沿った行動が出来るマニュア

ルを整備し、新たに作成する。

　食品業界では菌汚染や異物混入の発生防止

の観点から「トレーサビリティ（追跡調査）」

という管理体制が一般的になっている。当社

でもその管理体制を維持する為に多くの社内

ルールが存在している。工程毎に決められた

作業や管理項目を細かく記録する等、非常に

複雑な作業が多くある。現状としてはOJTで

指導を行っているものの、高齢者自身の勘違

いにより現場で混乱が生じたり、作業ミスを

誘発する可能性も少なくない。高齢者の理解

しやすいマニュアルの研究・開発及び教育研

修の体制が不可欠である。

(3）研究体制・活動

　本研究は、毎月１回の定例研究会のもとに

工場長が研究責任者となり、５名の社内研究

スタッフ、２名の外部研究者、事務担当者２

名の計10名の体制で行った。
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１．職場改善診断の結果と当社の改善事項

　高齢者が70歳まで、いやそれ以上の年齢

まで元気に働ける生産工場にするための調査

研究に取り組む前に、当社の現状を先ず把握

しておく必要がある。

　現状把握には、３つの方法をとった。

　１つは（独）高齢・障害者雇用支援機構の

企業診断システムの活用である。２つは外部

研究者が作成したチェックリストによるアン

ケート調査である。３つは作業環境アンケー

トである。

　先ず機構の職場改善診断及び健康管理診断

からその改善点を洗い出すことにした。

【職場改善診断】

(1）高齢者の雇用姿勢、対策

　高齢者活用や職域の確保については、今後

の業務改善の進み方次第である。

(2）作業環境について

　診断結果をみる限り、やはり温度条件（高

温）、床状態とりわけ段差に危険要因がある

ことが指摘されている。安全衛生面での改善

に取り組む必要がある。

(3）作業条件について

【現場作業】

①重量物取扱頻度が多い。

②作業姿勢に無理がある。腰や脚の疲労が

大きい。

③体力（筋力）や持久力が必要である。

④注意力が特に必要な仕事である。

【事務作業】

①記憶力や学習能力、ＯＡ知識や事務処理

能力などを多少必要とする。

②協調性・指導性・折衝能力が非常に求め

られる。

(4）現状の分析と評価

　今回の診断結果は、当社の問題点や課題の

骨格を提起したものに過ぎない。とりわけ高

齢者の行動特性を考えると作業環境や作業条

件については、問題を表面的に捉えるのでな

く、労働災害や健康障害に結びつくおそれが

ある危険・有害要因を探し出す職場巡視活動

が重要である。

　高所作業や高温環境での業務、段差のある

床での重量物運搬、衛生面での注意力の持続

などの作業環境を安全衛生面で改善し、事故

の発生を未然に防ぐ管理体制を確立していく

ことが望まれる。

(5）不安全行動の予測とリスクアセスメント

　不安全行動は、なぜ起きるのか。この根源

的な課題には次のような２つの要因が指摘さ

れる。

①作業者の心理

・仕事の遂行を妨げられることを極端に嫌

う

・慣れにより危険を感じなくなる

・自信過剰、自分の注意力を過信している

・“まっいっか”意識で慢心してしまう

・近道反応をしてしまう。通行禁止場所を

通り抜けるなど（ゲシュタルトの法則）

・条件反射でとっさな行動に出る　　

②管理面からの不安全行動

・決められていることを知らない、やれな

い、やらない

・ヒューマンエラー（かくす、ごまかす、

張り切る、サボる）

　これらの危険因子（要因）が指摘できる部

署や具体的な場所（人）を探し出すための

チェックリストを作成、定例研究会にて検討

した。

(6）不安全行動、不安全状態の発見

　職場の不安全行動、不安全状態の発見には、

各職場に合ったチェックリストの作成が望ま

しい。

　当社の現場に応じた点検事項・着眼点が網

羅されているか、そしてその評価判定はどう

か。その上で改善対策を検討することになる。

Ⅱ　当社をめぐる作業改善・職場改善の現状把握
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２．健康管理診断の結果と当社の改善事項

(1）健康診断と事後措置

①検診の事後措置が充分行われていない。

②高齢者に配慮した健康管理体制が整備さ

れていない。とくに血圧・血中脂質・血糖・

肥満の「死の４重奏」に対する健康診断及

び食事指導、運動指導、生活指導の受診が

必要。

③再雇用、定年前の高齢者に対する保健指

導や産業医による相談などとの連携整備が

望まれる。

④生活実態調査や心理チェックにより健康

に関する個人情報を系統的継続的に管理

し、従業員の健康状態を多面的に把握する

必要がある。

(2）健康管理体制

①産業保健スタッフ

　安全衛生管理者及びラインの作業主任者

の有資格者はほぼ充足しているが、産業医

の選任はなされていない。また産業看護職

の導入も検討が望まれる。

　安全衛生活動の目的や内容、各人の役割

を明確にした規程を見直し、活用しやすく

する必要がある。

②職場巡視

　事業場の安全衛生担当者と現場担当者の

両方が、産業医など専門スタッフと十分な

コミュニケーションがとれるように職場巡

視を行い、健康で作業しやすい職場作りに

努める必要がある。

③衛生委員会

　月１回の衛生委員会には産業医の出席が

ない。堺地域でも府の「産業保健推進セン

ター」による産業保健スタッフの支援の活

用を奨める。

④救急時の衛生管理体制

　当社には、健康に関する相談窓口はある。

しかし救急対応については連絡網もなく、
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訓練回数も少ない。

(3）教育、疲労対策

疲労・過重労働対策

　残業の多い者や成人病疾患（肥満・高血

圧・高脂血症・糖尿）を患っている者への

対策には特に取り組む必要があるが、これ

らについては未整備である。

(4）メンタルヘルス

メンタルヘルス体制及び教育

　メンタル面で休業した従業員に対するケ

アの体制作りについては、急務な課題とい

える。また労働者自身のセルフケアや管理

監督者によるラインケア、事業場内産業保

健スタッフによる専門ケアなどによる総合

的なメンタルヘルス教育が必要である。

　当社ではこれらが充分でなく、今後の検

討課題である。

(5）その他の産業保健活動

①安全衛生マネジメントシステム

　「※安全衛生マネジメントシステム；事

業主による安全衛生方針の表明や職場に存

在するリスクの洗い出しとその評価、年間

計画に基づく活動と結果評価に基づく活動

改善などを通じて継続的かつ自主的な安全

衛生活動を行うシステム」

　当社ではこの体制が未整備。

　社内の安全衛生や健康づくりの活動の方

向性、位置づけを全社的に示すことが重要

である。それには

・職場に存在する安全衛生上のリスクの

洗い出し

・職場に存在する健康管理上のリスクの

洗い出し

・評価に基づく着手検討課題の優先順位

づけ

・改善の実施

が必要である。

②作業環境管理について

　当社は法定での作業環境の測定把握はな

いが、高温・湿気・臭気・作業姿勢・高低

差など従業員の健康や安全にとって好まし

くない有害な作業環境要因がある。これら

環境情報の収集→評価→改善→措置効果が

なされるよう検討する必要がある。

③作業管理について

　現状；‥・衛生保護具、ユニホームの着用

指導

　　　　・照度の維持

　　　　‥・図面及び画面の表示、文字の拡

大など視力機能対応

　　　　・腰痛防止教育

　今後も作業実態を把握することに努め作

業に伴う有害因子の発生防止のための教育

や指導が必要となる。

３．アンケートからの絞り込み

(1）取組課題の絞り込み作業

　現状の職場を総点検し改善事項を具体的に

絞り込むため次の５つのチェックリストから

アンケートに答えていただくことにした。こ

の調査の様式は20 ～ 25のチェック項目ごと

に５段階評価をするもので、別掲する。（図

表２～６参照）

　そのうち１～３段階に採点（５Ｓの課題の

み０～２点の３段階）し問題がある、と認識

した項目を重点的に改善改良の対象にした。
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(2）アンケート実施及び集計結果報告

　製造部員による聞き取り調査実施

⇒〔無理な作業姿勢環境・重量物運搬環境・

高温職場環境・社内ルールの把握状況〕

の４項目に関する聞き取り調査を全パート

社員８名に実施

　⇒　集計結果開示

　問題の多いリストの順に表すと

　「無理な作業姿勢での環境」　　→13項目

　「重量物運搬環境」　　　　　　→11項目
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「高温職場環境」　　　　　　　　→９項目

「５Ｓ面の環境」　　　　　　　　→６項目

「食品衛生職場環境」　　　　　　→１項目

であった。

　そして本研究において具体的に改善すべき

案件を次の３テーマに絞り込み検討すること

にした。

　イ．無理な作業姿勢環境

　　⇒�　スクリューコンベアの改造及びテス

ト使用

　　　�　洗浄シンクを固定式から移動式に改

良し各フロアに設置

　ロ．重量物運搬環境

　　⇒　パレットトラックの導入、効果測定

　ハ．高温職場環境

　　⇒�　直火釜直近温度の抑制でＩＨ釜導入

設置後の効果測定

　なおマニュアル等の作成（＊社内ルールの

取り決め）については、下記の点を重視して

提示することにした。

・作業上不可欠で確実に理解して頂きたい

もの

・ルールを把握することによって新たに役

割分担が可能なもの
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【　改良後　】

　コンベア導入で改良し、高齢者を雇用して

作業をトライした。従来の腰痛や上下する連

続作業は格段に減少した。

　またスクリューコンベア出口でクラフトの

襟が立たない現象が起こり、その場合のこぼ

れを防ぐため塩化ビニールの衝立柵を作成し

た。

⇒‥　包材袋を固定する為の樹脂フレームを同

時に作成することで、重量物の移動作業が

スムーズに流れ、作業性が改善された。

１�．無理な作業姿勢の改善～作業現場の高

低差による重量物負荷改善～

　無理な作業姿勢のチェックリスト（図表４）

による採点の結果、13項目で問題点がある

と認識、その主なものは、中腰の作業姿勢、

作業面高の不適切、重い運搬などであった。

(1）計量充填作業での負荷軽減策

　重量物の移動と高低差のある作業を改善す

る。

Ⅲ　改善案の試行・効果測定

 

 

 

 

 

 

【　現状の作業　】
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(2）充填作業（前屈み）の軽減　No.1
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２．無理な作業姿勢の改善～洗浄作業の腰

への負担作業軽減～

【　現状作業　】

　無理な作業姿勢のチェックアンケートに出

ていた前かがみ姿勢、中腰しゃがみこみ姿勢

などが長時間続く作業の一つに洗浄作業があ

る。

　そのため移動式洗浄台の試作を行い、各フ

ロアに設けることにした。

【　改善策　】

　従業員から改善案を提示してもらった結

果、既存の手洗いシンクを、キャスター等を

利用しての移動式洗浄台へと改良した。

　洗浄作業の改善については次に後掲してい

るように腰への負荷に大きな改善が見られた。

　他のフロアにも固定式のシンクは備え付け

られていたが、

・洗浄器材が多岐にわたること

・既存のシンクを活用するので改良費用が廉

価で済む（約\5,000 ／台）こと

・手洗いシンクが移動式になることで、水を

直接排水溝に流せるようになり水掻き作業が

減少すること

・どの場所でも作業者が立ったままでの洗浄

作業が可能になり、肩・腰への負担が大幅に

軽減すること

など効果が高いので、順次実施するように手

配した。

(3）充填作業（前屈み）の軽減　No.2
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★改善後は

①シンクを自由に洗浄場所まで簡単に移動できる。

②しゃがみ、前屈み作業が無くなり、身体への負担が大幅に削減出来た。

－改善後の作業者の意見・感想－

・床に座り込んでの洗浄は、20～ 30 分を超えたあたりから腰への負担が増し、辛かったが、

今回の手洗用シンクを利用した改善は身体（特に腰）への負担が軽減し、作業効率が良くなっ

た。

・排水も直接排水溝へ流せるようになり、周りの作業環境への影響も少なく、食品工場とし

て衛生環境も向上した。ただしシンクを移動するとき配水管へつなぐ蛇腹ホースの着脱が

少々手間取るのがこれからの問題である。

・従来膝より低い位置にある物をすくって包材に入れていた作業が今は交換するだけになり、

膝・腰の負担が減った。

・腰を曲げての計量作業がなくなり、非常に楽になった。

・立つ・しゃがむの回数が減り腰・膝への負担が減った。

（高齢者の意見）

・体をあまり使わないので、長時間でも働けそう。洗浄部品の紛失が防げる。

・同じ立ち位置で作業ができ、水も飛び散らないし腰の負担もない。
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３．重量物運搬作業の改善

　重量物の積荷や運搬環境、そのときの作業

姿勢など「重量物運搬のチェックリスト」（図

表５）に基づき改善策に取り組むことにした。

(1）問題点

　先ず重量物を運搬する作業環境であるが、

職場の整理整頓や通路の確保については特に

問題は見当たらなかった。反面、
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・つまずきやすい段差、手すりや滑り止め

機能が弱い

・かなり無理な持ち上げ姿勢が常態となっ

ていること

・重量が20kgを超える運搬頻度が高い

・上体のひねりや中腰の作業が多いこと

などの問題点が浮き彫りとなった。

【　改善案の検討　】

　重量物の積荷の昇降機を検討。

　20 ～ 25kgもある塩や食材袋を１日に300

～ 400個も持ち運びする作業は、若くて元気

な男性にとっても負荷の大きい疲労が残る業

務である。

(2）食材持ち運び・材料積み降ろし職場での

作業改善

【改善前の重量物運搬作業】
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研究会で話し合ったポイントは、

①低い荷車（貨車）から高いコンベアに持

ち上げる作業の肉体的負荷軽減策

②とにかく重くて数量が多い作業

③前かがみ姿勢から一挙に肩架けで階段上

を持ち運ぶ

④両手で胸の高さ以上の作業台に持ち上げ

る

など（写真参照）の抜本的解決策であった。

【　結論　】

　人力での作業には無理がある、との認識で

検討することにした。

　候補としてはリフトカタログを提示し、

　・各リフトの特徴・適性

　・高低差のある作業環境改善への実用性

　などについて検討した。そして各メーカー

のデモ機を借りて、テスト実施をすることに

した。

　その結果、高低差は解消するも、スペース

が乏しく取り回しが出来なかったり、リフト

のつめが低位置まで刺さらなかったりするな

ど機械の特性があることが判明、さらなる実

機テストを行うことにした。数々の試行錯誤

の結果、パレットトラック２台を代用し、重

量物の持ち下げ業務の負担軽減につなげるこ

とにした。

　現にこの職場では高齢者は従事しておらず

後方でパートタイマーがサポート業務のみを

している。
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－改善後の作業者の意見・感想－

・リフトを用いて高さを合わせた運搬は、身体にも優しく楽になった。リフト自体が大きく

重たいので、取り回しが難しい面もある。

・作業手順に慣れれば、肉体的負荷は今より格段に減る。荷物の重さによる傾きに注意し使

用する。

・身体への負担は減ったが、リフトの高さ合わせや移動など従来以上に準備に時間がかかる。

・荷物をリフトに載せ取り回しに安定感がある。

・パレット１枚分上下できるので、原料などもまとめて移動でき、非力な者でも楽々重量物

が運搬できる。重量物を高齢者でも任せられるので、作業効率が上がる。

・背の高さに関係なく自分が一番作業しやすい高さに調整でき、腰への負担がなくなった。

・ラインにより階段を５～６段上がらないといけないところもあった。きつく危険な作業が

なくなり、時間も短縮できた。

・ハンドリフトが空いていないときでも油圧移動リフトはいつでも動かすことが可能。

・作業操作も簡単、腰の負担もないので高齢パートさんに安心して任せることができる。

・15～ 25kgの重量物を１ｍの高さまで上げる作業には腰痛の原因が付きまとっていた。

・リフト操作も油圧式なので、高齢者には安全で、楽な作業となる。
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４．高温作業環境の負荷改善

　本研究のメインテーマの一つである高温作

業での負荷改善策については、「高温職場で

のチェックリスト」（図表６）に見られるよ

うに温度空調など工夫面で、当社の場合はか

なり注意深くなされている方であった。

　問題は、夏場には65℃以上にもなる調理

釜周辺や冬場でも常時40℃前後になる高温
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度発生源の変更を考えないと抜本的解決には

ならない、との検討結果であった。

　そこで高温作業対策としてＩＨ釜の導入に

向けて研究することにした。

　直火釜周辺の温度帯と通常作業の温度帯の

差を調査し、それがどの程度、体力的な負荷

になっているかを検証してきた。そして機械

設備の導入や機械配置の変更等新工場での導

入を視野に入れながら、現状ラインの改善点

を特定し、負荷の少ない作業環境にすること

にした。

　高温作業の環境改善については、ＩＨ釜導

入による抜本的改善を検討してきた。メー

カー側から次掲のように試験的に当工場にＩ

Ｈ釜器を設置、仕込み作業や周辺温度の環境

測定を行った。

 

 

 

 

(1）従来の高温作業の環境
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(2）ＩＨ釜導入による、これまでの高温作業

の環境の改善

　　ＩＨ釜の設置

従来のガス焚き平釜

　ガス焚き平釜では、水温90℃まで上げる

には約40分かかっていた。更に200kgの水

を100℃まで熱するには釜周辺温度は75 ～

80℃まで上昇していた。

　また釜に直接触れると火傷をする事がたび

たびあった。

　水温を90℃に上げる時間は、20分と従来

の半分に短縮される。なお周辺温度は23℃

と冬場の室温とほとんど変わらない。作業で

汗をかくことはこれで完全になくなった。
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(3）フロア全体でほぼ平温並み　（高温職場

の改善効果）

　水を100℃まで加熱させ、仕込み作業を行

う実験により、明らかな作業環境の改善が見

られた。品温が150℃以上の製造時でも充分

に作業できる温度帯の環境になる。従来は比

較的若年層の作業員５人が高温職場での常勤

体制であった。このＩＨ化により極端な作業

改善が見られ、新工場での高齢者職域の拡大

充実に大いに期待が持てる。

－改善後の作業者の意見・感想－

・従来は作業の環境が大変高温で作業しづらく、また釜に原料を投入するときはよく火傷を

したり高温のため気分が悪くなることがあった。フロア全体がサウナ風呂状態となり、とく

に高齢者のパートさんたちにはガス釜での作業を指示できなかった。

・ＩＨ釜なら釜回りの温度が極端に低く、ほぼ平常温度のままである。またＩＨ釜は温度の

上がりが早く作業持間も短縮される。

・メンテナンス面では、ガス釜のバーナーは80本以上あり、清掃するには釜底に体を入れ

て行わなければならなかった。ＩＨ釜は内部に熱源が内蔵されているので、負担は格段に軽

減される。

・温度管理をするときも火の近くにいなくても良くなり安全に作業ができるようになった。
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５．マニュアルの見直し・作成

　研究会での改善課題として各種マニュアル

を見直し、整備することにした。高齢者が理

解しやすく、読みやすいマニュアルを作成す

る。マニュアルの作成はただ頭で理解させる

だけでは本来の用は成さない。それには、

・習慣化できるようにマニュアルを工夫す

ること
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・全体をフロー化することで、理解しやす

くすること

・大きな字やイラスト・写真・グラフなど

駆使して視覚化すること

・できればリーダー層が朝礼などで説明し

やすいものにすること

・強調したいキーポイントを厳選して表現

すること

など視覚化（見える化）を行った。

(1）目的

　ルールについてより理解を深めてもらうた

め、わかりやすく図示などを行う。

・アレルゲン物質一覧

　アレルゲン物質を図示する

・傷テープ管理マニュアル

　菌汚染や異物混入に対する意識を高めて

もらう

・メッシュ確認作業手順

　メッシュの破れや、間違いを防止する

・粘着ローラーチェックマニュアル

　毛髪などの異物混入を防ぐ

・振動篩機組立・洗浄マニュアル

　慣れていない人でもわかりやすいように

する

・生野菜原料受入及び使用マニュアル

　誰にでも作業しやすくする

・廃棄場所マニュアル

　各々のゴミを効率よく処理できるように

する

・洗浄前油脂拭き取りマニュアル

　理由などを明確にし、誰でもできるよう

にする

(2）アレルゲン物質一覧

イ．目的

　アレルゲン物質の混入・残留など起こさ

ないよう意識を高めることを目的とする。

ロ．方法

　３Ｆ手洗い場壁面、工場エレベーター内

にアレルゲン物質の一覧表を掲示する。

ハ．注意事項

　アレルゲン物質のコンタミネーション

（汚染）は自社・関係会社のみならず、ひ

いてはお客様に多大な迷惑をかけてしまう。

アレルゲン物質をきちんと把握し、日々作

業を行うこと。

ニ．アレルゲン物質リストの作成

　イラスト２枚を高齢者に提供するのみで

なく、職場の談話室・食堂などの閲覧ボー

ドに掲示。ミーティングや研修会の機会に

周知してもらうことにした。　

(3）傷テープ管理マニュアル

イ．目的

　職場の安全衛生管理でよく問題になるの

が、医薬品や安全衛生具の保管や使用状況

の把握である。

　当社でも扱う商品が衛生面で特に注意し

なければならない製品だけに各社員の衛生

意識を日頃から徹底させている。高齢者を

はじめ資材器具の持ち運びや積荷、洗浄、

充填などで切り傷を被った場合の傷テープ

管理を周知徹底するため傷テープ管理マ

ニュアルを作成した。

　薬備品の在庫管理と安全意識の向上に役

立たせると共に被傷者の特定把握を行い製

造責任のトレーサビリティ及び一層の品質

確保に努めることにした。

ロ．傷テープ数量管理シートへの記入手順

　フロー図により分かりやすく表記した。

�(4）メッシュ確認作業手順

イ．目的

　メッシュの欠損による異物混入防止を目

的とする。

　高齢者（パートタイマー）が従事する食

材の見分けや異物混入点検は、視力や判断

力の衰えなどから特に注意を要する業務で

ある。

ロ．点検の習慣化

　そこでまずは異物混入を未然に防ぐ濾過

用メッシュの日常点検が必要とされてい

る。メッシュに線径異常や破損・欠損が発

見されたときにはすばやく正社員に報告す

ることはもちろん日常的な点検励行を意識

付けることにした。

�(5）粘着ローラーマニュアル

イ．目的

　製品への異物混入は社運を左右する致命
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傷にもなりかねない。当社も各部屋に出入

りする際は、毛髪や体毛、埃や付着流入物

などを完全シャットアウトするため入り口

関所での管理を徹底してきた。

　今回、更なる完全履行を目指して、高齢

者にも分かりやすいマニュアルを作成、粘

着ローラーのペア制実行など衛生面での意

識向上と習慣化を求めることにした。

　工場内での毛髪の飛散による異物混入防

止を目的として、エアーシャワーで毛髪除

去処理をした後、さらに粘着ローラーを使

用する。

ロ．使用方法

　エアーシャワー出口にある粘着ローラー

（班分けされている）で毛髪等を取り除く。

＊基本的には二人一組で実行する。

　[ 頭 ]　⇒　[ 肩 ]　⇒　[ 胸・腕 ]　⇒　

　　　　　　　　　　　　　　[ 背中 ]　⇒　[ 腰 ]　⇒　[ 下半身（足元まで）]

　　　　　　　　の順番で上部から順に粘着ローラーをかけていくこと。

(6）振動篩機組立、洗浄マニュアル

　一部抜粋して以下に掲げる。

(7）生野菜原料受入マニュアル

イ．目的

　新鮮で清潔な生野菜原料を受け入れ、品

質の安定した製品を製造する。野菜に昆虫

類または土壌等がついていないか確認す

る。

ロ．受け入れのルール

①入荷指示書と照合

②入荷品の確認

③２つ以上の生野菜原料が同時に入荷さ

れた場合は、必ず、混ざり合わないよう

に区別して保管する。

④入荷当日に使用しない場合は、冷蔵保

存する。

ハ．手順のフロー図

　下図のとおり。
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ニ．使用ルール

①上記ロで受け入れた生野菜原料は所定

の野菜洗い場で処理する。

②専用の流し台で専用洗いカゴを使って

水洗いする。

③水洗い後、専用カゴに移して、前室か

ら受け入れる。

④水洗いを行う原料は『じゃがいも・た

まねぎ（皮付き）』とする。

ホ．注意事項

①作業後は野菜洗い場所、洗い用かご、

移動用かごはきれいに洗うこと

②確認する時は表面や上側も良く見るこ

と（腐っているものが混じっているかも）

③素手ではなくニトリル手袋を使用する

こと

(8）廃棄場所マニュアル

イ．目的

　日々の通常ゴミや赤札処理マニュアル・

廃棄マニュアル等に従って廃棄が決定した

製品・商品・原料・機械器具等を適切に廃

棄まで保管することを目的とする。

 
   
 01  
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ロ．廃棄に関する注意点

①製品・商品・原料等の商品とは直接的

に接触せず、明確に区別され品質に影響

を与えないこと。

②出来るだけ速やかに、且つ、定期的に

廃棄すること。

③廃棄する対象品は工場長の許可が得ら

れているものであること。

④廃棄場所は衛生的な状態が維持されて

いること。

⑤上記対象品以外の廃棄物の保管場所は

工場長の指示を仰ぐこと

(9）油脂拭取りマニュアル

イ．目的

　洗浄時に排水に流される油脂を取り除

き、汚水をできるだけきれいなものにする。

ロ．作業の流れ

　製造終了後、油脂拭き取り用ウエスで可

能な限り油脂を拭き取り、その後洗浄を開

始する

 

 

 

ハ．拭き取り方法

①拭き取りは専用のウエスを使用する。

②釜・ニーダー・タンク等に付着した油

脂を専用のウエスで拭き取る。

③小物類も同様に拭き取っていく。

④拭き取りを終えたら、洗浄を開始する。

ニ．拭き取りの頻度

　油脂を使用した作業後は必ず拭き取りを

実施すること。

－改定されたマニュアルについて寄せられた高齢者からの意見や感想－

・やったことのない作業でも写真つきで分かりやすくなったので、できそう。今まであやふ

やだったことがよく理解できた。

・字が大きくなり、見やすい。

・高齢になるとわずらわしくなったり、忘れたりすることが多くなるので、見やすく分かり

やすいマニュアル類は重宝する。部署ごとに掲示したり、正社員から都度注意していただい

たり指導を願いたい。

・安全な作業をしたり衛生面で気をつけることは分かっているつもりでも、このようなマニュ

アルで私たち自身が基本や確認の反復習慣を付けると食品の品質も高まり、顧客からの信頼

も集まると思う。

・安全衛生の意識は誰ももっていると思うが、大事なのはこのようなマニュアルに沿った作

業習慣だと思う。気をつけなければならないことを「見える化」しそれを行動習慣として継

続する事が何よりも大事なことだ。



293

ファインフーズ株式会社

 
 



294

ファインフーズ株式会社

１�．高齢者のフルタイマー化、70歳まで働

ける職場の提供が現実に

　当社の高齢者は、大半が周辺地域の住民で

しかもパートタイマーである。その大きな原

因の一つに高齢者にとって厳しい作業環境が

あった。

　そのひとつひとつについて、現状を把握し

作業改善の優先的事項を取り上げ、研究者全

員で次の対策を実施してきた。

１‥）前室での重量物の積み下ろし作業をパ

ワーリフトを使用して負荷の軽減を行っ

たこと

２‥）洗浄作業でのしゃがみ姿勢による腰へ

の負担を、専用の洗浄台を設置して軽減

したこと

３‥）計量充填作業での身体的負荷を軽減し

たこと

４‥）高温度環境対策として熱源変更（ＩＨ

機器設置）の効果測定をしたこと

５‥）高齢社員への就業マニュアルを見直し、

整備したこと

　これにより「きつい・危険・きたない（汚

れる）」という３Ｋ職場の改善改良は著しく

向上した。これにより、65歳以上の高齢社

員の職域は、当社の全工程ラインにおいて長

期的に確保されるものと考える。

２�．職場リーダーの自主的なリスク管理マ

ネジメントに期待

　ハード及びソフトの両面から研究してきた

ように、それぞれの改善を実施してきた効果

は、その作業に関係する社員、高齢者から寄

せられた意見・感想の声に表されている。

　従来、当社の作業内容は高齢者にとってあ

まりにも肉体的負荷が高く、その分、会社側

からも高齢者に対する雇用機会を提供する取

組はあまり真剣になされてこなかった。

　今後は、この研究活動で培った安全意識・

健康意識の高まりを継承し、新たな製造拠点

においても職場改善活動を継続していきた

い。（今回の研究者10人のうち６人は、実際

の現場のリーダー達であり、彼らの問題意識

と研究意欲が続く限り安全や品質上のリスク

の洗い出しと自主的なマネジメント活動がな

されるものと確信している。）

３�．共同研究の結果、当社で想定される高

齢者雇用

　研究成果を生かして当社におけるこれから

の高齢者活用は、次の事項について大いに生

かされるものと考える。当社がこれから食品

製造メーカーとして生き残るには、さらに新

商品の開発やコスト管理の面で独自性を追求

していかなければならない。そして元気で働

く意欲のある高齢者の雇用を次の点で真剣に

検討していきたい考えである。

(1）高齢者の職域拡大

　現在、従事して頂いている高齢者の作業機

会が増え、雇用時間の延長が検討できる。

(2）役割認識が明確になる

　高齢者にとって分かりやすい作業内容の明

示、作業標準マニュアル策定などの周知徹底

による効果で、お互いの役割認識が深まる。

(3）工場隣接地域における高齢者の雇用確保

　これまで高齢者層に新規募集出来なかった

作業役割でも、募集が可能になり雇用機会が

増える。

(4）職場モラールの向上

　高齢者の作業負荷が減ることにより、精神

的・体力的にも継続して元気に働いて頂け、

職場が活気づき、従業員全体の士気によい影

響が出る。一人ひとりの健康開発に目が向き

70歳まで働ける職場作りを目指すことがで

きる。

４．今後の課題

　ハード面での改善については、現場の安全

衛生マネジメントシステムがしっかり回って

いれば、効果は継続し職場で定着していくは

ずである。しかしながら安全衛生方針の表明

や職場に存在するリスクの洗い出しならびに

その評価を継続的自主的に行うとなれば、社

Ⅳ　まとめ
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内でその実行責任の所在を明確に決めておか

なければならない。

　当社ではこの点での体制づくりがまだ未整

備である。各ラインでの役職層が比較的年齢

も若いこともあって、臨機応変なミーティン

グや連絡網は公式・非公式に関わらず活発で

ある。

　反面、緊急時の対応、危険予知の訓練、マ

ニュアル類の職場への浸透、日常の職場内指

導（OJT）など「教える・教えられる」仕組

みの確立などは年間の教育訓練計画や健康づ

くり活動の中から行われるべき課題であろう。

(1）職場リーダーの継続的な巡視

　職場巡視のためのチェックリスト（図表

11）を立案したので、本研究に参画した各

メンバー（リーダー格）がこれからの現場の

安全衛生・健康管理の巡視の際、着眼させる

ようにしたい。このような地道な対応が、高

齢者をはじめ、愛社精神を涵養させることに

なると考えている。
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(2）高齢者本人の健康への関心を後押し

　生活習慣病（成人病）やメンタルヘルスの

対応を含め高齢者自らが健康管理に日頃か

ら関心を持っていただくことは70歳まで働

ける職場の確保に欠かせない前提の条件であ

る。

　高血圧や糖尿病、高脂血症などは加齢とと

もに少なからず誰にも現れる。しかしちょっ

とした健康面の意識転換でストレス症状を未

然に防いだり、和らげることができよう。

　高齢者自身の健康管理診断チェックもマ

ニュアル類と合わせて作成した。

(3）働き甲斐のでる処遇管理制度

　また現状では60代後半層の高齢者は、１

日４時間程度のパートタイマーであるが、今

後、本研究で改善に踏み込んだ効果からより

長期で長時間の勤務体制が可能となる。その

場合、働く意欲と能力のある高齢者には給与

や評価など処遇面での制度構築の研究が課題

となってくるものと考える。
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